
本
件
に
関
す
る
閣
議
決
定
の
内
容
及
び
昨
年
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
け
る
主
な
御
指
摘

町
村
の
都
市
計
画
の
決
定
に
関
す
る

都
道
府
県
の
同
意
の
廃
止
関
係

（
参
考
）
H
2
8
.4
都
市
計
画
運
用
指
針
を
改
正

協
議
の
透
明
化
、
円
滑
化
を
図
る
べ
く
、
協
議
ル
ー
ル
作
成
に
お
け
る
留
意
事
項
を
明
確
化

①
都
市
計
画
決
定
等
の
手
続
に
先
立
ち
、
十
分
な
時
間
的
余
裕
を
も
っ
て
事
前
協
議
を
実
施
す
る
こ
と

②
協
議
に
お
け
る
標
準
処
理
期
間
を
設
定
す
る
こ
と

③
協
議
不
調
の
場
合
、
協
議
内
容
に
対
す
る
考
え
方
を
市
町
村
都
市
計
画
審
議
会
に
提
出
す
る
こ
と

1

町
村
の
都
市
計
画
の
決
定
又
は
変
更
に
係
る
都
道
府
県
知
事
へ
の
同
意
を
要
す
る
協
議
に
つ
い
て
は
、
運
用
指
針

で
定
め
ら
れ
た
協
議
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
の
定
着
状
況
を
踏
ま
え
、
都
道
府
県
知
事
同
意
に
つ
い
て
、
平
成
3
0
年

ま
で
に
、
町
村
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
観
点
に
留
意
し
、
廃
止
を
含
め
、
結
論
を
得
る
。

平
成
2
7
年
の
地
方
か
ら
の
提
案
等
に
関
す
る
対
応
方
針
（
平
成
2
7
年
1
2
月
2
2
日
閣
議
決
定
）
（
抄
）

ア
協
議
ル
ー
ル
の
更
新
の
取
組
状
況
、
更
新
を
行
わ
な
い
理
由
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と

イ
同
意
廃
止
に
対
す
る
都
道
府
県
が
抱
え
る
懸
念
の
詳
細
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と

ウ
都
道
府
県
と
市
と
の
協
議
に
お
け
る
意
見
相
違
事
例
に
対
す
る
、
市
側
の
見
解
を
確
認
す
る
こ
と

提
案
募
集
検
討
専
門
部
会
か
ら
の
主
な
御
指
摘
（
昨
年
1
0
月
2
0
日
実
施
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
時
）
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協
議
ル
ー
ル
に
お
け
る
留
意
事
項
の
定
着
状
況
等
に
つ
い
て
①

協
議
ル
ー
ル
に
お
け
る
留
意
事
項
の
定
着
状
況
等

町
村
の
都
市
計
画
の
決
定
に
関
す
る

都
道
府
県
の
同
意
の
廃
止
関
係

H
2
8
.４
時
点

H
2
9
.6
調
査

H
3
0
.７
調
査

協
議
ル
ー
ル
を
策
定

4
4

4
4

4
5

留
意
事
項
①
を
記
載

2
3

2
7

2
7

留
意
事
項
②
を
記
載

2
9

3
2

3
3

留
意
事
項
③
を
記
載

1
0

1
3

1
4

全
て
の
留
意
事
項
を
記
載

７
1
0

1
0

2

→
残
り
２
団
体
は
協
議
ル
ー
ル
を
策
定

し
て
い
な
い
（
い
ず
れ
も
策
定
を
検
討
中
）

協
議
ル
ー
ル
を
制
定
し
て
い
る
4
5
団
体

の
う
ち
、
定
め
て
い
な
い
留
意
事
項
が
１

つ
以
上
あ
る
も
の
は
3
5
団
体

[団
体
]

H
2
8
.4

都
市
計
画
運
用
指
針
改
正
（
都
道
府
県
知
事
等
に
通
知
）

H
2
8
.4

全
国
都
市
計
画
主
管
課
長
会
議
に
お
い
て
周
知
（
改
正
新
旧
に
よ
り
説
明
）

H
2
9
.4

全
国
都
市
計
画
主
管
課
長
会
議
に
お
い
て
周
知
（
口
頭
で
周
知
）

H
2
9
.1
1
全
国
都
市
計
画
担
当
課
長
会
議
に
お
い
て
周
知
（
事
務
連
絡
で
周
知
）

H
3
0
.4

全
国
都
市
計
画
主
管
課
長
会
議
に
お
い
て
周
知
（
事
務
連
絡
で
周
知
）

こ
の
3
5
団
体
の
う
ち
、
９
団
体
は
協
議

ル
ー
ル
の
更
新
を
検
討

＜
協
議
ル
ー
ル
の
定
着
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
取
組
＞
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協
議
ル
ー
ル
に
お
け
る
留
意
事
項
の
定
着
状
況
等
に
つ
い
て
②

町
村
の
都
市
計
画
の
決
定
に
関
す
る

都
道
府
県
の
同
意
の
廃
止
関
係

3

＜
ま
と
め
＞

留
意
事
項
を
協
議
ル
ー
ル
に
位
置
付
け
て
い
な
い
主
な
理
由

○
都
市
計
画
運
用
指
針
に
記
載
し
て
あ
る
た
め

→
国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
都
市
計
画
運
用
指
針
は
技
術
的
助
言
に
過
ぎ
ず
、
市
町
村
と
調
整
の
上
作
成
す
る
協
議
ル
ー
ル
に
位
置
付
け
実
効
性
を

担
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

○
現
行
の
協
議
ル
ー
ル
で
支
障
が
生
じ
て
い
な
い
た
め

→
国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
現
在
支
障
が
生
じ
て
い
な
くて
も
、
今
後
支
障
が
生
じ
る
可
能
性
は
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
、
支
障
が
生
じ
た
際
の
解
決

手
段
を
協
議
ル
ー
ル
に
位
置
付
け
て
お
く必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

○
協
議
ル
ー
ル
が
未
策
定
、
留
意
事
項
（
特
に
③
）
が
協
議
ル
ー
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
協
議
ル
ー
ル
の
定
着
が
未
だ
十
分

と
は
言
え
な
い
。

○
留
意
事
項
を
市
町
村
と
調
整
の
上
、
あ
ら
か
じ
め
協
議
ル
ー
ル
に
位
置
付
け
て
お
く
こ
と
の
重
要
性
が
十
分
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

○
こ
の
た
め
、
協
議
ル
ー
ル
の
定
着
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
の
周
知
方
法
に
加
え
、
都
道
府
県
と
個
別
に
対
話
を
行
う
等
の
取
組
の
強
化
を

早
急
に
行
う
こ
と
と
し
た
い
。
こ
の
中
で
、

・
実
際
に
生
じ
て
い
る
支
障
事
例
を
あ
わ
せ
て
紹
介
す
る

・
協
議
ル
ー
ル
の
モ
デ
ル
事
例
の
横
展
開
を
図
る

等
の
工
夫
を
行
う
こ
と
も
検
討
す
る
。

平
成
3
0
年
７
月
調
査
に
お
い
て
、
協
議
ル
ー
ル
を
制
定
し
て
い
る
4
5
団
体
の
う
ち
、
定
め
て
い
な
い
留
意
事
項
が
１
つ

以
上
あ
る
3
5
団
体
に
対
し
て
、
留
意
事
項
を
協
議
ル
ー
ル
に
位
置
付
け
て
い
な
い
理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
主
な
理
由
は

以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

※
こ
の
ほ
か
、
「
県
の
意
見
を
市
町
村
都
市
計
画
審
議
会
に
付
議
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の
判
断
に
委
ね
る
べ
き
」
「
市
町
へ
の
助
言
等
に
お
い
て
、

個
別
に
留
意
事
項
の
内
容
を
伝
え
て
い
る
た
め
」
等
の
回
答
あ
り
。
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都
道
府
県
と
町
村
と
の
意
見
相
違
事
例
・
町
村
の
自
主
性
に
係
る
事
例

町
村
の
都
市
計
画
の
決
定
に
関
す
る

都
道
府
県
の
同
意
の
廃
止
関
係

事
例
１

Ｃ
町

市
街
化
調
整
区
域
に
お
い
て
、
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、
農
振
法
上
の
農
用
地
区
域
※
を
含
む
形
で
地
区
計
画
（
都
市
計
画
）
を
検
討
。

Ｄ
県

農
用
地
区
域
を
含
ま
な
い
よ
う
に
地
区
計
画
を
作
成
す
べ
き
旨
を
協
議
時
に
指
摘
。

※
農
用
地
区
域
は
、
農
地
等
を
保
護
す
べ
き
区
域
で
あ
り
、
開
発
行
為
や
農
地
転
用
等
が
制
限
さ
れ
て
い
る

→
農
用
地
区
域
を
含
ま
な
い
形
で
地
区
計
画
を
再
検
討
。

農
用
地

事
例
２

都
道
府
県
は
、
将
来
起
こ
り
う
る
支
障
を
避
け
る
等
の
観
点
か
ら
意
見
を
述
べ
て
お
り
、
町
村
の
自
主
性
が
損
な
わ
れ
た
と
い

う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
適
切
な
都
市
計
画
決
定
の
た
め
に
必
要
な
協
議
が
行
わ
れ
た
も
の
と
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

4

※
仮
に
用
途
変
更
が
行
わ
れ
た
後
に
工
場
の
継
続
が
決
定
さ
れ
た
場
合
、
既
存
不
適
格
と
な
り
改
築
等
が
行
え
な
くな
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た

Ａ
町

新
駅
の
開
業
と
併
せ
て
、
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、
既
存
の
工
場
の
閉
鎖
が
未
確
定
で
あ
っ
た
が
、
当
該
地
区
に
つ
い
て

「
工
業
専
用
地
域
」か
ら
「近

隣
商
業
地
域
」へ
の
用
途
変
更
を
検
討
。

Ｂ
県

用
途
地
域
の
変
更
に
つ
い
て
異
論
は
な
い
が
、
工
場
の
閉
鎖
が
確
定
し
た
後
に
用
途
変
更
を
行
う
べ
き
旨
を
協
議
時
に
指
摘
。

→
近
隣
商
業
地
域
へ
の
用
途
変
更
の
時
期
を
変
更
。

※
調
査
母
数
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
地
方
分
権
改
革
推
進
室
と
調
整
の
上
、
引
き
続
き
、
町
村
に
対
し
て
調
査
を
行
う
予
定

平
成
2
8
年
４
月
の
都
市
計
画
運
用
指
針
の
改
正
後
に
都
市
計
画
決
定
等
手
続
に
お
い
て
都
道
府
県
知
事
と
の
協
議
を
行
っ
た
1
2
8
町
村
に
対
し
て
、

協
議
の
実
施
状
況
を
調
査
（
平
成
2
9
年
８
月
）
。
そ
の
後
の
詳
細
調
査
（
平
成
3
0
年
１
月
）
に
お
い
て
「
都
道
府
県
と
の
協
議
に
お
け
る
意
見
相
違
事

例
が
あ
っ
た
」、
「
町
村
の
自
主
性
が
損
な
わ
れ
た
事
例
が
あ
っ
た
」
と
回
答
し
た
の
は
５
町
村
。

Ｅ
町

駅
前
地
区
に
お
け
る
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、
当
該
地
区
に
つ
い
て
「近

隣
商
業
地
域
」か
ら
「
商
業
地
域
」
へ
の
用
途
変
更
を
検
討
。

Ｆ
県

用
途
変
更
を
適
切
に
行
う
た
め
、
隣
接
地
と
の
整
合
性
等
の
整
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
旨
を
協
議
時
に
指
摘
。

→
Ｅ
町
は
用
途
変
更
に
関
す
る
協
議
を
自
ら
取
り
下
げ
。

事
例
３

※
当
該
地
区
の
隣
接
地
は
「
第
１
種
低
層
住
居
専
用
地
域
」に
な
っ
て
お
り
、
住
宅
へ
の
影
響
等
に
鑑
み
、
都
市
計
画
運
用
指
針
に
お
い
て
は
、

原
則
と
し
て
「商

業
地
域
」と
「第

１
種
低
層
住
居
専
用
地
域
」
と
は
、
相
互
に
接
し
て
定
め
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
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昨
年
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
け
る
御
指
摘
事
項
に
対
す
る
回
答

町
村
の
都
市
計
画
の
決
定
に
関
す
る

都
道
府
県
の
同
意
の
廃
止
関
係

（
１
）
町
村
同
意
の
廃
止
に
係
る
都
道
府
県
の
懸
念
の
詳
細
＜
指
摘
イ
関
係
＞

平
成
2
9
年
６
月
の
4
7
都
道
府
県
に
対
す
る
調
査
に
お
い
て
、
「
町
村
同
意
を
廃
止
し
た
場
合
に
支
障
が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と

回
答
し
た
1
2
団
体
に
対
し
て
、
平
成
2
9
年
1
2
月
の
調
査
で
懸
念
の
詳
細
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
1
2
団
体
中
、
８
団
体
が
、
過
去
に

実
際
に
生
じ
た
支
障
を
踏
ま
え
て
回
答
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

○
市
と
の
協
議
不
調
事
例
等
を
踏
ま
え
た
懸
念
（
５
団
体
）

同
意
が
な
い
市
と
の
協
議
で
、
協
議
不
十
分
で
意
見
が
相
違
し
た
ま
ま
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
事
例
が
あ
り
、

町
村
に
対
し
て
同
意
を
廃
止
し
た
場
合
に
は
、
市
と
同
様
の
事
態
が
想
定
さ
れ
る
。
等

○
町
村
の
都
市
計
画
関
係
業
務
の
処
理
能
力
に
対
す
る
懸
念
（
３
団
体
）

都
市
計
画
の
対
象
範
囲
が
定
ま
っ
て
い
な
い
段
階
で
協
議
を
開
始
し
よ
う
と
し
た
町
が
あ
り
、
町
村
に
対
し
て
同
意
を
廃
止
し
た

場
合
に
は
、
適
切
な
都
市
計
画
決
定
が
な
さ
れ
る
か
、
懸
念
さ
れ
る
。
等

（
２
）
協
議
に
お
け
る
都
道
府
県
と
市
と
の
意
見
相
違
事
例
等
に
対
す
る
、
市
側
の
見
解
＜
指
摘
ウ
関
係
＞

平
成
2
9
年
1
2
月
の
4
7
都
道
府
県
に
対
す
る
調
査
に
お
い
て
、
都
道
府
県
が
「
意
見
相
違
事
例
等
が
生
じ
た
」
と
回
答
し
た
1
0
市

に
対
し
て
、
平
成
3
0
年
２
月
の
調
査
で
市
側
の
見
解
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り
。

○
市
と
し
て
も
、
意
見
相
違
が
あ
っ
た
と
認
識
（
都
道
府
県
と
市
と
の
認
識
が
一
致
）

３
市

○
市
と
し
て
は
、
意
見
相
違
が
あ
っ
た
と
の
認
識
な
し
（
都
道
府
県
と
市
と
の
認
識
が
不
一
致
）

５
市

○
回
答
な
し
２
市

5
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都
道
府
県
と
市
と
の
協
議
に
お
け
る
意
見
相
違
事
例
の
例

町
村
の
都
市
計
画
の
決
定
に
関
す
る

都
道
府
県
の
同
意
の
廃
止
関
係

事
例

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
掲
げ
る
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
適
合
し
な
い
郊
外
開
発
が
行
わ
れ
る
懸
念
が
あ
る
事
例

Ｇ
市

市
街
化
を
抑
制
す
べ
き
市
街
化
調
整
区
域
の
一
部
を
大
型
商
業
施
設
の
整
備
地
区
と
し
て
位
置
付
け
る
Ｇ
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
を
検
討

↑
Ｈ
県

Ｇ
市
の
意
見
も
聴
き
、
都
計
審
の
議
を
経
て
定
め
ら
れ
た
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
掲
げ
る
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
適
合
し
な
い
旨
を
協
議
（
任
意
）
時
に
指
摘

・
意
見
相
違
が
解
消
さ
れ
な
い
ま
ま
、
Ｇ
市
は
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定

・
今
後
、
市
街
化
調
整
区
域
に
お
い
て
開
発
を
可
能
と
す
る
地
区
計
画
の
作
成
が
県
の
意
見
を
考
慮
せ
ず
行
わ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
、
隣
接
す
る
市
や
そ
の
商
業
団
体
等
か
ら
、
当
該
開
発
を
認
め
な
い
よ
う
求
め
る
異
例
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
る
な
ど
、

強
い
懸
念
の
声
が
上
が
っ
て
い
る

6

事
例

広
域
的
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
観
点
か
ら
県
と
市
と
の
間
で
意
見
相
違
が
生
じ
た
事
例

Ｉ
市

河
川
改
修
に
合
わ
せ
て
橋
梁
架
け
替
え
事
業
を
検
討
。
車
線
数
を
増
や
す
橋
梁
部
分
の
み
を
都
市
計
画
決
定
す
る
こ
と
を
検
討

↑
Ｊ
県

橋
梁
部
分
の
み
の
都
市
計
画
決
定
で
は
、
高
規
格
の
道
路
が
生
活
道
路
と
接
続
し
、
渋
滞
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
高
い
た
め
、
橋
梁
部
分

の
先
の
幹
線
道
路
に
接
続
す
る
部
分
ま
で
高
規
格
の
道
路
を
延
ば
す
よ
う
に
、
都
市
計
画
の
案
を
見
直
す
べ
き
旨
を
協
議
時
に
指
摘

留
意
事
項
③
に
基
づ
き
、
Ｊ
県
の
意
見
を
Ｉ
市
の
都
市
計
画
審
議
会
に
付
議
し
、
議
論
。
Ｉ
市
は
橋
梁
部
分
の
み
の

都
市
計
画
決
定
を
し
つ
つ
も
、
将
来
、
延
長
区
間
の
都
市
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
約
束
。
解
決
へ
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
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都
道
府
県
建
築
士
審
査
会
の
委
員
任
期
の

条
例
委
任
に
関
す
る
考
え
方

国
土
交
通
省
住
宅
局

建
築
指
導
課

平
成
３
０
年
８
月

38

重点番号48：建築士審査会の委員任期の条例委任（国土交通省）



都
道
府
県
建
築
士
審
査
会
に
つ
い
て

建
築
士
法
第
２
８
条
で
「
一
級
建
築
士
試
験
、
二
級
建
築
士
試
験
又
は
木
造
建
築
士
試
験
に
関
す
る
事
務
（
中
央

指
定
試
験
機
関
又
は
都
道
府
県
指
定
試
験
機
関
が
行
う
事
務
を
除
く
。
）
を
つ
か
さ
ど
ら
せ
る
と
と
も
に
、
こ
の
法
律

に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
さ
せ
る
た
め
に
、
国
土
交
通
省
に
中
央
建
築
士
審
査
会
を
都
道

府
県
に
都
道
府
県
建
築
士
審
査
会
を
置
く
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
通
り
、
建
築
士
試
験
の
事
務
及
び
法
律
に
規

定
さ
れ
て
い
る
権
限
を
有
す
る
。

２
．
都
道
府
県
建
築
士
審
査
会
の
権
限

１
．
都
道
府
県
建
築
士
審
査
会
と
は

○
二
級
建
築
士
試
験
及
び
木
造
建
築
士
試
験
に
関
す
る
事
務
（
二
級
建
築
士
試
験
及
び
木
造
建
築
士
試
験
問

題
の
作
成
の
基
本
方
針
の
検
討
、
合
否
判
定
の
基
準
の
検
討
等
）
［
士
法
第
２
８
条
］

○
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
が
そ
の
業
務
に
関
し
て
不
誠
実
な
行
為
を
し
た
こ
と
等
を
理
由
に
、
都
道
府

県
知
事
が
、
業
務
停
止
又
は
免
許
の
取
消
し
の
懲
戒
処
分
を
す
る
こ
と
へ
の
同
意
に
つ
い
て
議
決
を
行
う
こ
と

［
士
法
第
１
０
条
第
４
項
］

○
都
道
府
県
知
事
が
都
道
府
県
指
定
試
験
機
関
の
指
定
、
試
験
事
務
規
程
の
変
更
、
指
定
の
取
消
し
等
の
処

分
を
行
う
場
合
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
［
士
法
第
１
５
条
の
６
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
１
５
条
の
２
第
３
項
、
士
法
第
１
５
条
の
６
第

３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
１
０
条
の
９
第
1
項
、
士
法
第
１
５
条
の
６
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
１
０
条
の
１
６
第
2
項
］

○
建
築
士
事
務
所
の
開
設
者
が
そ
の
業
務
に
関
し
不
正
な
行
為
を
し
た
こ
と
等
を
理
由
に
、
都
道
府
県
知
事
が

建
築
士
事
務
所
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
閉
鎖
命
令
の
監
督
処
分
を
す
る
こ
と
へ
の
同
意
に
つ
い
て
議
決
を

行
う
。
［
士
法
第
２
６
条
第
４
項
］

１
２
年
［
士
法
第
３
０
条
］

３
．
委
員
の
任
期
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都
道
府
県
建
築
士
審
査
会
の
委
員
任
期
の
条
例
委
任
に
つ
い
て

「
審
議
会
等
の
整
理
合
理
化
に
関
す
る
基
本
計
画
（
平
成
1
1
年
4
月
2
7
日
閣
議
決
定
）
」
に
お
い
て
、
委
員
の
任

期
は
原
則
と
し
て
2
年
以
内
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
央
建
築
士
審
査
会
の
委
員
の
任
期
を
２
年
と
定
め
て
お
り
、

そ
れ
に
準
じ
て
都
道
府
県
建
築
士
審
査
会
の
任
期
を
２
年
と
し
て
い
る
。
な
お
、
委
員
は
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

５
．
都
道
府
県
建
築
士
審
査
会
の
委
員
の
任
期
を
委
員
の
条
例
委
任
を
行
う
こ
と
の
懸
念

４
．
委
員
の
任
期
を
２
年
と
す
る
考
え
方

○
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
建
築
審
査
会
の
委
員
の
任
期
に
つ
い
て
も
、
都
道
府
県
建
築
士
審
査
会
と
同
じ
く
、
一

律
に
２
年
間
と
法
律
で
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
「
５
次
分
権
一
括
法
」
(※
)に
よ
り
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基

準
（
２
年
）
を
参
酌
し
て
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
。

（
※
）
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
2
7
年
法
律
第
5
0
号
。
平
成
2
8
年
４
月
１
日
施
行
。
）

○
し
か
し
な
が
ら
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
、
各
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
建
築
審
査
会
の
委
員
の
任
期
の
実

態
を
把
握
す
る
た
め
、
条
例
の
制
定
状
況
等
の
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
特
定
行
政
庁
で
は
特
段
の

支
障
が
な
い
と
し
て
、
参
酌
基
準
と
同
一
の
２
年
に
任
期
を
定
め
て
い
る
状
況
。
（
特
定
行
政
庁
か
ら
は
、
条
例

制
定
に
か
か
る
事
務
の
負
担
に
対
す
る
不
満
の
声
も
聞
い
て
い
る
と
こ
ろ
。
）

○
都
道
府
県
建
築
士
審
査
会
の
委
員
の
任
期
に
つ
い
て
も
、
建
築
審
査
会
と
同
様
の
状
況
と
な
る
可
能
性
が
高

く
、
真
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
も
の
か
を
慎
重
に
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

２

２
年

（
30

2自
治
体
）２
年
以
外

（
3自
治
体
）

•
実
績
の
蓄
積
、
高
度
化
す
る
審
査
請
求
に
対
す
る
適
切
な
判
断
力
、
各
分
野
で
の
委
員
の
更
な
る
優
れ
た
経
験
と
知
識

の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
同
案
件
に
お
い
て
継
続
し
た
審
査
請
求
提
起
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
る
た
め
【
３
年
】

•
建
築
審
査
会
の
年
間
開
催
回
数
が
少
な
い
こ
と
で
、
任
期
が
２
年
間
だ
と
委
員
が
慣
れ
て
き
た
時
に
改
選
に
な
っ
て
し
ま
う

た
め
【
３
年
】

•
行
政
職
委
員
の
人
事
異
動
等
に
よ
り
、
１
年
ほ
ど
で
委
員
を
解
任
す
る
運
用
実
態
が
あ
っ
た
た
め
【
２
年
以
内
】

２
年
以
外
に
定
め
た
主
な
理
由
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（ 法 第 ８ 条 ）

民 間 事 業 者 等 に よ る 設 置

（ 法 第 ９ 条 の ３ ）

市 町 村 に よ る 設 置

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
設
置
に
係
る
手
続

許
可
の
申
請

※
１

・
施
設
維
持
管
理
計
画

・
生
活
環
境
影
響
調
査
の
結
果

等
を
添
付

申
請
書
等
の

公
衆
へ
の
縦
覧
※
２

（
１
月
間
）

※
１
許
可
を
要
す
る
の
は
、
政
令
で

定
め
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

関
係
市
町
村
長
へ
の

通
知
・
意
見
聴
取

申
請
内
容
等
の
告
示

利
害
関
係
者
は
縦
覧
期
間

満
了
か
ら
２
週
間
後
ま
で
意

見
書
提
出
が
可
能

許
可
設
置

計
画
内
容
と
の
適
合
性

に
関
す
る
検
査

使
用
開
始

都
道
府
県
知
事
は
、
届
出
内

容
が
技
術
上
の
基
準
に
適
合

し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当

該
届
出
を
受
理
し
た
日
か
ら

30
日
※
４
以
内
に
限
り
、
計
画
の

変
更
又
は
廃
止
を
命
ず
る
こ
と

が
で
き
る
。

設
置

※
３
公
衆
へ
の
縦
覧
・
意
見
書
提
出

の
対
象
施
設
・
期
間
等
は
設
置

市
町
村
の
条
例
で
定
め
る

届
出

届
出
書
等
の

公
衆
へ
の
縦
覧
※
３

（
設
置
市
町
村
が
実
施
）

使
用
開
始

•技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

•生
活
環
境
等
に
配
慮
し
た
計
画
で
あ
る
こ
と

•申
請
者
の
能
力
が
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
等

都
道
府
県
知
事
は
、
上
記
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば

許
可
し
て
は
な
ら
な
い
。

都
道
府
県
が
実
施

※
２
焼
却
施
設
又
は

最
終
処
分
場
が
対
象

・
施
設
維
持
管
理
計
画

・
生
活
環
境
影
響
調
査
の
結
果

等
を
添
付

許
可
の
基
準

※
４
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
は
、

60
日
以
内

専
門
家
か
ら
の

意
見
聴
取
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重点番号34：産業廃棄物処理施設の設置者における特例の対
　　　　　　　　象となる一般廃棄物及び処理施設の拡大（環境省）
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